















































































以上・限り(相反項目) 。 。--・................_-_.-・・・・...ー ・ー ..._..‘・--・--・-ー，
あたり・点(多項目) 。 。








































































































































































































































----範列条件関係類 範列項目関係類以上・限り あたり ・点 を除いて・代わりに一範列の項目の数 2項 多項 2項
従属節で扱われる項目の数 l項 l項 l項
主節で扱われる項目の数 なし なし l項
主題化の有無 。 。 × 



























範列関係 とりたて 主題化 有無(強弱)
範列項目関係類 代わりに・を除いて.. 。 。 × × 
範列条件関係類
あたり ・点 。 。 。 O(弱)
以上・限り 。 。 。 O(強)
一般条件接続辞 なら、ば、と、たら 。 。 。 。
とりたて調
主題化.は、ならー 。 。 。 。
その他.だけ、まで・・ 。 。 × × 
今後は「以上・限り・あたり ・点jという4語以外に、純列条件関係を表す接続辞が存
在するのか、存在するのであれば、それらがどのように機能するのかについて考察を
進めていきたい。
注
l接続辞の定義については、本都ではlIIl回(2∞9)と向じ立場をとり、「従属的な桜文のなかで、主節に対して
従属する部分を導く働きをする形態紫Jと定義する。また、後続辞の範聞については、|百lじく前回(2∞9:21・
25) で示された「接続僻の飽凶」を受け継ぐが、形式化した11iやlljJ~司が複合しあって生み出す表現形式(例え
ば丹羽(2∞7)で対事tとする「複合副助詞J)も範囲内とする。
2.本稿での例文は先行研究からのものを除き、基本的に『現代H本語舎き言葉均衡コーパス(BCCWJ)Jから
収集したものとする。
3. fとりたて詞Jについての扱い方は、本稿は基本的に沼田(1986)に従う。
4.とりたて詞における「条件性」と「主題化」との関わりという点について、先行研究でも既に多く議論されて
いる。丹羽(2006)がその代表としてあげられる。
5. fならJfたらJfぱJfとJといった形式による条件性の細かな速いについては本稿では間組にしない。
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